
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 

 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 
生麦事件参考館リユースプロジェクト 

現在の主な活動

内容・活動実績 

⑴「まち普請」応募書類内容検討 生麦事件参考館現地見学 

⑵参考館所蔵資料の整理 生麦事件に関する歴史講座開催 

提案場所 鶴見区 生麦１丁目 

提案名（25字以内） 歴史でつなぐ多文化共生・多世代交流のまちづくり 

提 案 す る 施 設
（どのような施設

の提案ですか） 

私設資料館として愛されてきた「生麦事件参考館」を、地域の人と協力して

再開し、歴史と地域の特性を活かしたまちづくりに貢献する施設とする。 

⑴１階 資料展示の場を＜学びの場＞に再生するために必要な整備 

 ○来館者が資料を見やすく、安全に閲覧できるようにする 

    ＊雨漏り・段差解消 照明・空調改善 入口扉出入り可能に 入口上部修繕 

○地域の歴史・伝承・昔遊びの紹介、子どもの学習発表の場所を確保する 

 ＊壁面改修・補強 ピクチャーレール・映像モニター等取付け可能に  

⑵２階 執務・資料保管場を＜交流・集いの場＞に再生するのに必要な整備 

 ○誰もが気軽に立ち寄り、利用できるようにする 

＊安全対策 外部階段（滑り止め）・2階入口（段差解消）   

＊窓・照明・空調改善      

 ○子ども向けの体験ワークショップに利用できるスペースの確保    

⑶駐車場・庭・軒下テラスを＜集いの場＞に再生するために必要な整備  

 ○トイレ新設 軒下床（滑り止め）中庭整備 外塀改修（開放的構造に）  

⑷参考館看板（拡大・上部移設）・入口掲示板新設 整備費用の概算額：約500万円 

活 用 イ メ ー ジ
（提案する施設で

どのようなことを

行いますか） 

「生麦事件参考館」ならではの＜学び・体験・交流＞施設として活用する。 

⑴学び 生麦事件を学び、「異文化との接し方」を考える 

 旧東海道・御菜八ヶ浦・「生見尾村」－地域の変遷を調べる 

 学んだことを発表する（紙芝居 かるた 絵画 プレゼン） 

⑵体験 伝承や昔遊びを通して多世代交流 イベントの企画・準備 

⑶交流 事件関係 鹿児島県（物産展）英国（横浜港を訪れる外国人も含む） 

    東海道関係 川崎宿・神奈川宿等沿線の旧宿場 

地域関係 祭礼時休憩所 しゃべり場（開館時何時でも・誰でもOK） 

提案の背景（な

ぜ 提案をするの

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

地域活動が活発な生麦では、古くから伝わる祭り「蛇も蚊も」の伝統を受 

け継ぎながら、新たなイベントが企画・実行されている。参考館再開は新た

な交流や活動を生み出し、地域の更なる活性化やまちの魅力UPに貢献する。 

⑴現在も事件発生日前後を中心に年間を通して多くの団体や個人が事件碑を 

訪れ、その後参考館に立寄る。「いつ開館？」の声も多数寄せられている。 

⑵学校関係者の間で地域の歴史学習へのニーズがあり、参考館再開を求める 

声が上がっている。 

⑶生麦では、事件碑顕彰会の慰霊祭、事件案内板の新設、事件碑の移転管理

等事件を風化させない努力が続いている。 



目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

多様な交流を通して地域の人たちが緩やかにつながり、（年齢・国籍・居住

歴に関わらず）支え合う関係ができ、誰もが「生麦に住んで良かった」と思

えるような地域を目指す。 

⑴多文化共生 英国人に限らず生麦を訪れた外国人が地域の生徒・学生・住 

民と交流（生麦事件・異文化理解etc多様なテーマで意見交換）、最近増え

てきた外国籍居住者も気楽に参加するイベントの企画など、異なる文化を

背景とする人々との様々な出会いがある地域 

⑵多世代交流 高齢者や子育て世代が顔を合わせる場、学校外で子どもたち 

が集まる場、祭礼など年齢に関係なく人が集まる場を整備することで、誰 

も孤立させず、顔の見える人間関係が広がる地域 

⑶コミュニケーション サークルや個人が気楽に集い交流するために、生麦

や鶴見の「今」と魅力を積極的に発信・共有する地域 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

⑴検討メンバー 自治会、商栄会、企業、生麦事件に関する団体（顕彰会・ 

歴史の会）地域活動団体（生麦盛り上げ隊 見どころガイ 

ドの会・文化協会）横浜商科大学、東寺尾地域ケアプラザ 

⑵広報・情報発信 YOUTV（ケーブルテレビ）、これつる（Ｗebメディア）、横浜信金 

（店頭に案内図・店内でPR）イラスト・チラシ作成（商栄会） 

⑶資金・建築関係 商栄会・横浜信金 参考館施工の地元業者の協力  

⑷地域資源発掘・協力 地域に明るい自治会・商栄会を通じて継続  

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

全体の運営・管理は、5年後を見通しながら検討メンバーが担う。 

⑴運営〈参考館１階〉資料解説（歴史の会・文化協会・見どころガイド） 

〈 〃  2階〉予約受付・管理、ワークショップ（歴史の会・自治会）  

   （ 〃  中庭）自治会がイベントの企画・運営  横浜商科大生もスタ 

ッフとして協力（設営・当日の参加者対応）   

⑵協力（史跡散策）見どころガイド・商科大生 東宝タクシー（観光タクシー）  

   （物品販売）商栄会（イベント）田祭り保存会・生麦囃子保存会・PTA 

   （広報）YOUTV・これつる・横浜信金  

⑶連携 横浜商科大学・東寺尾地域ケアプラザ・岸谷小PTA・生麦小PTA  

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

⑴「異文化の出会い」が引き起こした生麦事件は、異文化の交流・理解への

道を開く事件でもあった。「異文化の衝突」が国内外で問題になる今日、

「参考館」再開には更に関心がたかまると思われる。 

⑵旧東海道が通り、かつては川崎宿と神奈川宿の間の「間の宿」として賑わ

い、近くには曹洞宗大本山總持寺、鶴見花月園公園（東洋一の遊園地跡）、

国道駅（JR鶴見線）、文人墨客が集った花香苑、長谷川時雨等が住んだ生麦

文士村、浅野学園（淺野總一郎翁創設）がある歴史や文化の宝庫の生麦。 

「参考館」の再開は、地域の魅力をアップし、歴史と地域の特性を活かした

「まちづくり」に大きな貢献をすることになると考えています。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

 

土地・建物所有者 

 

生麦事件参考館を地域の皆さんの力で再開し、

まち普請事業を活用して建物や所蔵資料をまち

づくりに生かしてほしい。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



添付資料１ 位  置  図 

■市全域（開港前の地形と古道）    ■鶴見区中心部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（作成：山路商事株式会社）   （「つるみ生活・防災マップ」令和５年 12 月発行版 1/24,000） 

 

 

■計画敷地周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
（ 「横浜市行政地図情報」背景図） 

生麦事件発生場所 

生麦事件参考館 

生麦事件碑 

鶴見駅 

京急鶴見駅 

花月園駅 

生麦駅 

国道駅 

● 

● 

＝生麦事件参考館位置 



添付資料 2 現 況 写 真 
■軒下テラス                   ■母屋と参考館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■庭・塀                       ■外部階段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参考館２階                   ■参考館１階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■航空写真                    ■参考館道路前面 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
            （出典：航空写真のみグーグルマップ 2022） 

母屋 

外部階段 軒下テラス 

庭 車庫 

５ｍ 

参考館 

道路 

＝まち普請整備 
 計画範囲 

上部劣化、柱は材質的に

も上部支えられず危険。 

1・２階とも明るさ必
要。資料掲示用に天
井・側壁改修。窓か
らの外光が欲しい。 

入口上部の劣化進行 

雨漏りチェック 

雑草刈ればかなり広い 

片付けて使える物は再利用 

入口の段差解消 

滑り止め 

中を見やすく開放的に 

床滑り止め 

＊道路と中庭の間に塀がある 

この部分バリアフリー化、

正面扉復活させ出入り口に 

看板新設 

掲示板新設 

この扉から入
るように 1階
内部を整備 



  

添付資料3   活 用 イ メ ー ジ 図 

 
母屋（整備対象外） 

軒下・庭 
イベントや憩いのスペース 
トイレの新設 
 

外塀は中の楽しい様子が 
見えるように改修 

２F交流・集いの場 

＊地域・団体の利用 

＊ワークショップ 

＊必要な備品・器材 

 を準備 
＊スタッフ会議 

 

掲示板新設（館内・地域情報） 
 

１F学びの場 

＊資料展示＝余裕を 

もって閲覧できる

配慮 解説員配置 

＊壁面も資料掲示 

＊学習スペース確保 

 

館のイメー

ジに相応し

いもの 

映像モニ

ター設置 

出入り口は緩やかなスロー

プ状に バリアフリー化 
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